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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

東
大
農
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
民
間
企
業
に
よ
る
不
正
使
用
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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一 

 



 

こ
れ
に
対
し
て
東
大
農
学
部
で
は
、
さ
き
に
電
子
計
算
機
利
用
実
態
調
査
委
員
会
を
設
置
、
本
年
五
月
四
日
付

で
調
査
報
告
書
を
公
表
し
た
。
だ
が
、
関
係
者
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
こ
の
調
査
で
は
、
数
々
の
疑
惑
を
解
明
す
る
証

拠
資
料
が
多
数
保
存
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
実
地
調
査
を
ほ
と
ん
ど
行
わ
な
い
ま
ま 

新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
東
京
大
学
農
学
部
・
生
物
環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
」
と
略

す
。
）
が
、
年
間
約
二
千
八
百
万
円
の
レ
ン
タ
ル
契
約
に
よ
つ
て
、
一
九
八
二
年
四
月
、
日
本
電
気
株
式
会
社
（
以

下
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ
」
と
略
す
。
）
か
ら
導
入
し
た
研
究
用
中
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
社
員
等
に
よ
つ
て
自
身
の

業
務
の
た
め
に
、
納
入
後
長
期
間
に
わ
た
つ
て
不
正
使
用
さ
れ
て
い
た
疑
い
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
報
道
に
よ
れ

ば
、
同
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
不
正
使
用
し
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
関
係
者
は
延
べ
千
七
十
三
人
、
不
正
使
用
し
た
期
間
は
二
年

九
ヵ
月
に
及
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

東
大
農
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
民
間
企
業
に
よ
る
不
正
使
用
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

3
5
0
」
の
前
機
種
と
し
て
、
一
九
七
八
年
一
月
、
同
じ
く
Ｎ
Ｅ
Ｃ
か
ら
導
入
し
た
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ

4
0
0
」
に
つ 

報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
事
実
、
こ
の
事
件
に
関
連
し
て
、
会
計
検
査
院
の
検
査
を
ご
ま
か
す

た
め
の
書
類
操
作
が
行
わ
れ
て
い
た
疑
い
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
調
査
は
そ
の
点
に
一
切
触
れ
て
い
な
い

な
ど
、
疑
惑
は
深
ま
る
ば
か
り
と
な
つ
て
い
る
。 

特
に
今
回
の
場
合
、
国
費
の
不
正
使
用
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
な
い
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
、
そ

の
実
態
解
明
は
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

東
大
農
学
部
で
は
、
一
九
七
六
年
に
も
農
業
工
学
科
教
授
の
論
文
盗
作
事
件
が
問
題
に
な
つ
た
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
他
、
文
部
省
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
研
究
や
農
水
省
の
グ
リ
ー
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
計
画
に
か
ら
む
ず
さ
ん
な
研
究

が
明
る
み
に
出
る
な
ど
、
か
ね
て
か
ら
異
常
な
体
質
が
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。 

一 

当
方
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
問
題
と
な
つ
て
い
る
東
大
農
学
部
の
研
究
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

三 

当
方
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
二
年
四
月
に
東
大
農
学
部
に
実
際
に
納
入
さ
れ
た
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ

3
5
0
」
シ 

二 

東
大
農
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
後
継
機
種
と
し
て
、
問
題
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
3
5
0
」
が
決
定
さ
れ

た
の
は
、
一
九
八
一
年
十
月
十
三
日
の
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
運
営
委
員
会
の
場
に
お
い
て
で
あ
つ
た
。
こ
の
時
の
同
機

種
の
シ
ス
テ
ム
構
成
と
選
定
の
理
由
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
か
。 

い
て
は
、
農
学
部
計
算
機
委
員
会
が
機
種
選
定
を
行
つ
た
経
緯
が
あ
り
、
今
回
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
に
つ

い
て
も
同
委
員
会
が
一
九
八
〇
年
よ
り
機
種
選
定
作
業
を
す
す
め
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
十

一
月
に
至
り
、
こ
の
選
定
作
業
は
突
如
と
し
て
中
止
を
命
ぜ
ら
れ
、
機
種
選
定
作
業
は
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
の
運
営
委

員
会
の
場
に
移
さ
れ
る
と
い
う
奇
妙
な
経
緯
が
、
今
回
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
初
め
か

ら
起
こ
つ
て
い
る
。 

こ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
正
確
な
い
き
さ
つ
及
び
機
種
選
定
の
権
限
が
農
学
部
計
算
機
委
員
会
か
ら
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｓ

の
運
営
委
員
会
に
移
さ
れ
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

四 

一
九
八
二
年
四
月
に
レ
ン
タ
ル
が
開
始
さ
れ
て
以
後
も
、
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
3
5
0
」
本
体
は
稼
動
し
な
い
部
分
が

か
な
り
あ
り
、
ミ
ニ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
「
Ｍ
Ｓ
5
0
」
と
「
Ｍ
Ｓ

3
0
」
の
利
用
者
へ
の
公
開
は
半
年
間
も
行
わ
れ

な
か
つ
た
。
し
か
も
、
「
Ｍ
Ｓ

3
0
」
に
至
つ
て
は
約
二
年
間
も
正
常
に
稼
動
し
な
か
つ
た
。
農
学
部
の
「
電
子

計
算
機
利
用
実
態
調
査
委
員
会
報
告
書
」(

以
下
「
報
告
書
」
と
略
す
。)

は
、
「
Ｍ
Ｓ

5
0
」
、「
Ｍ
Ｓ

3
0
」
が
Ｎ
Ｅ
Ｃ

か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
無
償
貸
与
で
あ
る
旨
記
し
て
い
る
が
、
「
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ

3
5
0
」
は
「
Ｍ
Ｓ

5
0
」
、

「
Ｍ
Ｓ

3
0
」
と
一
体
と
な
つ
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
は
事
実
に 

ス
テ
ム
は
、
当
初
運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
と
比
べ
る
と
、
メ
モ
リ
ー
容
量
、
デ
ィ
ス
ク
容
量
な

ど
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
事
実
を
理
由
と
し
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
社
員
等
に
よ
る
長
期
間
の

使
用
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
性
能
を
点
検
す
る
た
め
の
「
負
荷
テ
ス
ト
」
で
あ
つ
た
旨
主
張
す
る
が
、
こ
の
主

張
が
仮
に
事
実
と
し
て
も
、
延
べ
十
三
カ
月
に
も
わ
た
つ
て
負
荷
テ
ス
ト
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
欠
陥

シ
ス
テ
ム
が
納
入
さ
れ
た
の
は
何
故
か
。 

六 

 



 

五 

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
関
係
者
が
東
洋
大
学
入
試
用
の
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
東
大
農
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
を
稼
動
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
側
は
、
「
（
東
洋
）
大
学
の
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ 

3
5
0
シ
ス
テ
ム
の
負
荷
テ
ス
ト
」
で
あ
つ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
業
界
の
常
識
か
ら
言
つ
て
、
こ

う
し
た
テ
ス
ト
は
納
入
前
に
行
う
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
い
や
し
く
も
納
入
後
に
納
入
先
で
行
う
べ
き
も
の
で

は
な
い
。
し
か
も
今
回
の
場
合
、
四
ヵ
月
間
に
も
わ
た
る
長
期
、
大
量
の
使
用
が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
使
用
に
関
す
る
Ｎ
Ｅ
Ｃ
側
と
東
京
大
学
側
と
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
及
び
計
画
書
又
は
事
後
報
告
書
の

提
出
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

更
に
、
こ
の
稼
動
し
て
い
な
い
期
間
も
大
学
が
レ
ン
タ
ル
料
を
支
払
い
続
け
た
こ
と
は
、
国
費
の
不
法
支
出

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
明
確
な
回
答
を
求
め
る
。 

反
す
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

更
に
、
こ
の
と
き
使
用
さ
れ
た
東
洋
大
学
入
試
用
の
ソ
フ
ト
は
、
同
時
期
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
東
洋
大
学
か
ら
開
発
を 

七 

 



 

六 

大
阪
酸
素
工
業
Ｋ
・
Ｋ
の
ソ
フ
ト
を
使
つ
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
農
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
使
用
に
つ
い
て

も
、
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
側
は
、
「
（
大
阪
酸
素
の
）
ソ
フ
ト
を
利
用
し
た
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｓ

3
5
0
シ
ス
テ
ム

の
限
界
テ
ス
ト
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
空
時
間
を
利
用
し
て
行
つ
た
も
の
」
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
だ
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
打
ち
合
わ
せ
、
報
告
書
の
提
出
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ソ
フ
ト
の
内
容
、
開
発
担
当
者
、 

受
注
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上
、
報
告
書
も
認
定
し
て
い
る
と
お
り
、
東
洋
大
入
試
用
ソ
フ
ト
を
使
つ

て
東
大
農
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
い
た
人
物
が
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
同
ソ
フ
ト
開
発
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
こ
と
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
同
ソ
フ
ト
を
東
洋
大
学
に
納
入
し
た
時
期
と
農
学
部
に
お
け
る
使
用
が
終
了
し
た
時
期

が
一
致
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
て
、
こ
の
時
期
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
農
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
使
用

は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
主
張
す
る
よ
う
な
「
負
荷
テ
ス
ト
」
な
ど
で
は
な
く
、
ま
さ
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
自
社
業
務
と
し
て
受

注
し
た
東
洋
大
学
入
試
用
ソ
フ
ト
を
東
大
農
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
つ
て
開
発
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。
事
実
は
ど
う
か
。 

八 

 



 

七 

一
九
八
四
年
十
月
～
十
二
月
の
農
学
部
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
使
用
に
つ
い
て
、
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ 

納
入
の
時
期
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
事
情
は
右
の
五
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
場
合
、
他

の
使
用
者
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
使
用
を
禁
止
し
た
上
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
は
ず
の
「
限
界
テ
ス
ト
」
が
、

一
研
究
生
に
よ
る
計
算
の
実
施
と
同
時
並
行
し
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
割
り
込
む
形
で
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら

し
て
も
、
こ
の
時
期
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
使
用
は
「
限
界
テ
ス
ト
」
で
は
な
く
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
自
社
業
務
と
し
て
受
注

し
た
大
阪
酸
素
用
ソ
フ
ト
の
開
発
を
、
東
大
農
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
つ
て
行
つ
て
い
た
も
の
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。
事
実
は
ど
う
か
。 

側
は
、
「
農
学
部
研
究
室
の
オ
フ
ィ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
の
た
め
に
、
Ｎ

1
シ
ス
テ
ム
（
現
在
大
学
間
で

行
わ
れ
て
い
る
情
報
網
シ
ス
テ
ム
）
を
改
良
す
る
業
務
」
で
あ
つ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
だ
が
、
「
Ｎ

1
ネ
ッ
ト
・

ワ
ー
ク
」
シ
ス
テ
ム
は
、
ま
さ
に
当
時
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
自
社
業
務
と
し
て
開
発
中
で
あ
つ
た
ソ
フ
ト
で
あ
り
、
い

ま
だ
開
発
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
「
改
良
」
す
る
と
い
う
こ
と
は
論
理
上
あ
り
得
ず
、
こ
こ
で
も
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
自
社 

九 

 



 

九 

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
四
年
十
一
月
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
の
通
常
業
務
に
十
九
名
を
派
遣
し
た
こ

と
に
な
つ
て
い
る
が
、
当
方
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
月
は
「
Ｍ
Ｓ

3
0
」
を
除
い
て
農
学
部
関
係
者
に
よ
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
利
用
は
行
わ
れ
ず
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
か
ら
支
援
を
受
け
た
研
究
者
は
い
な
か
つ
た
。
こ
の
十
九
名
は 

八 

報
告
書
の
言
う
「
昭
和
五
八
年
十
月
か
ら
五
九
年
五
月
に
か
け
て
の
、
一
研
究
課
題
に
よ
る
約
一
、
八
七
五
時

間
…
…
の
集
中
利
用
」
と
は
、
当
時
東
大
農
学
部
に
勉
学
の
た
め
内
地
留
学
し
て
い
た
一
高
校
教
諭
の
研
究
を

指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
教
諭
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
こ
の
よ
う
な
長
時
間
利
用
し
て
い
た
の
は
、

ど
の
よ
う
な
研
究
上
の
必
要
に
基
づ
く
も
の
で
あ
つ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
る
研
究
成
果
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。 

の
ソ
フ
ト
を
東
大
農
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
し
て
開
発
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

保
存
さ
れ
て
い
る
プ
リ
ン
タ
ー
出
力
リ
ス
ト
、
コ
ン
ソ
ー
ル
リ
ス
ト
、
デ
ィ
ス
ク
パ
ッ
ク
等
を
調
査
す
れ
ば
わ

か
る
こ
と
な
の
で
、
事
実
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
〇 

 



 

 

一
一 

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
で
ど
の
よ
う
な
業
務
を
行
つ
て
い
た
の
か
。 

十 

Ｎ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
関
係
者
へ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
問
題
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
農
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
使
用
は
、
元

技
官
・
四
宮
大
典
氏
か
ら
の
要
請
に
基
づ
く
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
要
請
な
ど
の
権
限

は
セ
ン
タ
ー
長
又
は
運
営
委
員
会
に
属
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
も
し
四
宮
氏
が
独
断
で
こ
の
よ
う
な
要
請
を
行

つ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
同
氏
の
職
務
上
の
権
限
の
逸
脱
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
要
請
に
つ
い
て
セ
ン

タ
ー
長
は
了
解
し
て
い
た
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


